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人

 

物

 
羽

佐

間

は

ざ

ま

玄

之

進

く

ろ

の

し

ん

（

６

）

１

８

）
（

２

０

）

医

師

 

楠

部

く

す

べ

六

右

衛

門

ろ

く

え

も

ん

（

１

６

）
（

１

８

）

用

心

棒

 

小

桐

お

ぎ

り

雛ひ
な

丸ま
る

（

９

）

丈

間

藩

藩

主

の

子

 

小

桐

景

光

お

ぎ

り

か

げ

み

つ

（

４

２

）

丈

間

藩

藩

主

 

羽

佐

間

玄

三

は

ざ

ま

く

ろ

み

つ

（

２

８

）

士

席

医

師

 

古

井

和

可

ふ

る

い

か

ず

よ

し

（

３

０

）

軽

輩

医

師

 

新

橋

辰

三

し
ん
ば
し
た
つ
ぞ
う

（

２

７

）

町

火

消

し
 

新

橋

し
ん
ば
し

辰た
つ

吉き
ち

（

５

）

辰

三

の

息

子

 

町

人

Ａ

 

町

人

Ｂ
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○

鳥

戸

川

・

河

原

 

曇

天

で

あ

る

。

河

原

の

砂

利

の

上

に

三

つ

の

首

が

晒

さ

れ

て

お

り

、

そ

の

前

に

楠

部

六

右

衛

門

（

１

６

）

が

蹲

り

、

嗚

咽

し

な

が

ら

拳

で

地

面

を

叩

い

て

い

る

。

町

人

達

が

遠

巻

き

に

そ

れ

を

見

て

い

る

。

旅

姿

の

羽

佐

間

玄

之

進

が

（

１

８

）

町

人

達

を

か

き

分

け

て

楠

部

の

方

へ

進

ん

で

い

る

。

羽

佐

間

は

全

身

に

汗

を

か

い

て

い

る

。

 

町

人

Ａ

「

謀

反

だ

っ

て

よ

」

 

町

人

Ｂ

「

ま

あ

怖

い

」

 

楠

部

「

嘘

だ

っ

、

嘘

だ

！

」

 

羽

佐

間

、

町

人

達

の

中

か

ら

出

て

き

て

、

楠

部

の

背

後

に

立

つ

。

楠

部

、

泣

き

は

ら

し

た

目

で

羽

佐

間

を

見

る

。

羽

佐

間

、

三

つ

の

内

真

ん

中

の

首

を

見

る

。

 

羽

佐

間

「

父

上

」

 

羽

佐

間

、

拳

を

握

り

、

震

え

な

が

ら

唇

を

出

血

す

る

ま

で

噛

み

締

め

る

。

羽

佐

間

と

楠

部

の

上

に

雪

が

降

っ

て

く

る

。
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○

長

屋

・

羽

佐

間

家

・

内

（

朝

）

 

整

頓

さ

れ

た

一

室

。

汗

だ

く

の

羽

佐

間

（

２

０

）

が

布

団

で

寝

て

い

る

。

羽

佐

間

は

唇

を

噛

み

締

め

て

お

り

、

噛

ん

だ

と

こ

ろ

か

ら

出

血

し

て

い

る

。

戸

を

叩

く

音

が

響

く

。

羽

佐

間

、

目

を

カ

ッ

と

見

開

い

て

飛

び

起

き

る

。

羽

佐

間

、

荒

い

息

で

胸

を

押

さ

え

る

。

 

雛

丸

の

声

「

せ

ん

せ

ー

。

な

あ

、

せ

ん

せ

ー

」

 

羽

佐

間

、

戸

の

方

に

目

を

遣

る

。

 

雛

丸

の

声

「

せ

ん

せ

ー

、

起

き

て

る

ー

？

」

 

羽

佐

間

、

唾

を

飲

み

込

む

。

 

羽

佐

間

「

今

参

る

」

 

羽

佐

間

、

唇

の

血

を

手

の

甲

で

拭

う

。

 

 

○

同

・

玄

関

・

外

 

遠

く

に

城

が

見

え

る

。

小

桐

雛

丸

（

９

）

が

戸

の

前

に

立

っ

て

い

る

。

戸

が

開

い

て

羽

佐

間

が

現

れ

る

。

雛

丸

、

汗

が

染

み

た

羽

佐

間

の

服

と

顔

を

交

互

に

見

る

。

 

雛

丸

「

ど

う

し

た

の

？

」
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羽

佐

間

、

虫

を

払

う

よ

う

に

手

を

振

る

。

 
羽

佐

間

「

何

用

だ

？

」

 

雛

丸

「

辰

三

さ

ん

が

呼

ん

で

る

ぜ

」

 

羽

佐

間

「

め

組

の

？

」

 

雛

丸

の

声

「

辰

吉

が

熱

出

し

た

っ

て

」

 

羽

佐

間

「

あ

い

わ

か

っ

た

。

支

度

を

す

る

」

 

羽

佐

間

、

家

の

中

に

向

か

っ

て

い

く

。

 

雛

丸

「

支

度

？

見

た

い

み

た

い

！

」

 

羽

佐

間

、

肩

越

し

に

雛

丸

を

見

る

。

 

羽

佐

間

「

そ

こ

で

待

っ

て

い

ろ

」

 

羽

佐

間

、

家

の

中

に

入

る

。

 

雛

丸

「

い

い

だ

ろ

別

に

ー

？

」

 

雛

丸

、

家

の

中

に

入

る

。

 

雛

丸

の

声

「

う

え

ー

、

ほ

こ

っ

り

ぽ

い

」

 

羽

佐

間

の

声

「

そ

う

か

？

」

 

雛

丸

の

咳

が

家

の

中

か

ら

聞

こ

え

る

。

 

 

○

同

・

新

橋

家

・

内

 

火

照

っ

た

顔

の

新

橋

辰

吉

（

５

）

が

布

団

で

横

に

な

っ

て

い

る

。

そ

の

傍

ら

で

羽

佐

間

が
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乳

鉢

で

薬

を

砕

い

て

い

る

。

羽

佐

間

の

脇

に

は

水

の

入

っ

た

湯

飲

み

、

ろ

紙

お

よ

び

薬

箱

が

置

か

れ

て

い

る

。

雛

丸

が

羽

佐

間

の

肩

越

し

に

す

り

鉢

と

子

供

を

交

互

に

見

て

い

る

。

新

橋

辰

三

（

２

７

）

が

羽

佐

間

の

背

後

で

手

を

擦

り

合

わ

せ

て

い

る

。

羽

佐

間

、

砕

い

た

薬

を

ろ

紙

に

乗

せ

て

手

に

持

つ

と

、

も

う

一

方

の

手

で

辰

吉

を

起

き

上

が

ら

せ

る

。

 

羽

佐

間

「

苦

い

が

、

我

慢

で

き

る

な

？

」

 

辰

吉

、

お

ど

お

ど

と

羽

佐

間

の

顔

を

見

る

。

 

羽

佐

間

「

男 お
の
こ

で

あ

ろ

う

？

」

 

辰

吉

、

口

を

真

一

文

字

に

結

ん

で

頷

く

。

羽

佐

間

、

頷

い

て

辰

吉

の

口

に

薬

を

入

れ

、

す

ぐ

さ

ま

湯

飲

み

の

水

で

流

し

込

む

。

辰

吉

、

眉

間

に

皺

を

寄

せ

て

飲

み

込

む

。

羽

佐

間

、

新

橋

に

向

き

直

る

。

 

羽

佐

間

「

三

日

も

休

め

ば

熱

も

取

れ

ま

し

ょ

う

」

 

新

橋

「

本

当

で

す

か

！

？

あ

り

が

て

え

！

」

 

新

橋

、

辰

吉

に

近

寄

る

。

羽

佐

間

が

す

り

足

で

道

を

開

け

、
新

橋

は

辰

吉

を

抱

き

し

め

る

。 
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新

橋

「

良

か

っ

た

な

あ

！

辰

吉

ぃ

！

」

 
辰

吉

「

苦

し

い

よ

、

父

ち

ゃ

ん

」

 

雛

丸
「

た

だ

の

風

邪

だ

っ

て

の

に

、
大

袈

裟

だ

な

あ

」

 
羽

佐

間

、

新

橋

父

子

を

見

て

目

を

細

め

る

。

 

 

○

城

下

町

・

路

上

 

羽

佐

間

と

雛

丸

が

並

ん

で

歩

い

て

い

る

。

 

羽

佐

間

「

ほ

う

、

殿

様

が

？

」
 

雛

丸

「

そ

う

！

医

者

を

探

し

て

ん

だ

っ

て

！

」

 

羽

佐

間

「

し

か

し

、

既

に

藩

医

は

い

る

だ

ろ

う

」

 

雛

丸

「

腕

の

い

い

医

者

が

欲

し

い

っ

て

噂

だ

ぜ

」

 

羽

佐

間

、

唇

を

噛

む

。

 

羽

佐

間

「
（

小

声

で

）

勝

手

な

も

の

だ

」

 

雛

丸

「

先

生

も

応

募

し

た

ら

？

」

 

羽

佐

間

「

い

や

、

遠

慮

し

て

お

く

」

 

雛

丸
「

な

ん

で

？

今

よ

り

良

い

暮

ら

し

で

き

る

ぜ

？

」 

羽

佐

間

「

か

も

し

れ

ん

な

。

だ

が

そ

の

結

果

」

 

羽

佐

間

と

雛

丸

、

角

を

曲

が

る

。

道

の

真

ん

中

に

晒

し

首

が

あ

る

。

そ

の

脇

に

御

触

書

が

あ

り

、

御

触

書

の

前

に

編

み

笠

を

目

深

に

被
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り

、

帯

刀

し

た

楠

部

（

１

８

）

が

立

ち

、

刀

を

握

り

し

め

て

い

る

。

 

羽

佐

間

「

首

を

狩

ら

れ

る

よ

う

で

は

か

な

わ

ぬ

」

 
羽

佐

間

、

晒

し

首

を

顎

で

指

す

。

雛

丸

、

晒

 

し

首

を

見

る

。

 

雛

丸

「

ヒ

ッ

」

 

雛

丸

、

苦

し

気

に

ヒ

ュ

ー

ヒ

ュ

ー

と

息

を

吐

く

。

羽

佐

間

、

雛

丸

の

背

を

叩

く

。

雛

丸

の

呼

吸

が

落

ち

着

く

。

 

羽

佐

間

「

大

事

な

い

か

？

」

 

雛

丸

「

ち

ょ

っ

と

び

っ

く

り

し

た

だ

け

さ

」
 

雛

丸

、

羽

佐

間

の

陰

に

隠

れ

つ

つ

晒

し

首

を

見

る

。

 

雛

丸

「

あ

の

人

た

ち

は

な

ん

で

？

」

 

羽

佐

間

「

大

方

、

謀

反

の

嫌

疑

で

あ

ろ

う

」

 

雛

丸

「

殿

様

に

逆

ら

お

う

と

し

た

っ

て

こ

と

？

」

 

羽

佐

間

「

ま

こ

と

か

ど

う

か

は

知

ら

ぬ

が

な

」

 

雛

丸

、

首

を

傾

げ

る

。

楠

部

、

抜

刀

し

て

御

触

書

を

斬

る

。

 

楠

部

「

外

道

が

」
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羽

佐

間

、

楠

部

の

顔

を

覗

き

込

み

、

目

を

見

開

く

。

 

羽

佐

間

「

六

右

衛

門

？

」

 
楠

部

、

羽

佐

間

を

見

て

息

を

呑

む

。

 

楠

部

「

玄

之

進

殿

か

？

」

 

楠

部

、

編

み

笠

を

取

る

。

 

雛

丸

「

え

、

知

り

合

い

？

」
 

羽

佐

間

、

頷

く

。

 

羽

佐

間

「

古

い

、

友

だ

」

 

楠

部

「

二

年

ぶ

り

だ

な

」

 

羽

佐

間

「

あ

あ

」

 

羽

佐

間

と

楠

部

、

見

つ

め

合

う

。

雛

丸

、

羽

佐

間

と

楠

部

を

交

互

に

見

る

。

 

 

○

長

屋

・

羽

佐

間

家

・

内

（

夜

）

 

羽

佐

間

と

楠

部

が

向

か

い

合

っ

て

座

り

、

酒

 

を

酌

み

交

わ

し

て

い

る

。

楠

部

の

顔

は

真

赤

で

あ

る

。

 

楠

部

「

昼

間

の

首

を

覚

え

て

い

る

か

？

あ

れ

は

」

 

羽

佐

間

「

戸

塚

殿

だ

っ

た

な

」
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楠

部

、

頷

く

。

 
楠

部

「

小

う

る

さ

い

ジ

ジ

イ

だ

っ

た

が

」

 

楠

部

、

杯

を

一

息

に

飲

み

干

す

。

 

楠

部

「

藩

の

こ

と

は

誰

よ

り

も

考

え

て

い

た

」

 

楠

部

、

杯

に

酒

を

注

ぐ

。

 

羽

佐

間

「

あ

あ

、

そ

の

通

り

だ

」

 

楠

部

「

謀

反

な

ど

起

こ

す

と

思

う

か

？

」

 

羽

佐

間

、

眉

間

に

皺

を

寄

せ

て

首

を

振

る

。

 

楠

部

「

彼

奴

は

変

わ

ら

ん

の

だ

な

」
 

羽

佐

間

「

彼

奴

？

」

 

楠

部

「

小

桐

景

光

よ

」

 

羽

佐

間

「

あ

あ

」

 

楠

部
「

我

ら

の

父

を

殺

し

た

時

か

ら

何

も

変

わ

ら

ん

」 

楠

部

、

拳

を

握

る

。

 

楠

部

「

何

故

あ

あ

も

」

 

羽

佐

間

「

彼

奴

は

」

 

楠

部

「

ん

」

 

羽

佐

間

「

か

つ

て

主

君

を

裏

切

っ

た

こ

と

で

こ

の

地

 

を

手

に

入

れ

た

」

 

楠

部
「

聞

い

た

こ

と

が

あ

る

。
関

ヶ

原

だ

っ

た

な

？

」
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羽

佐

間

、

頷

く

。

 
羽

佐

間

「

故

に

、

己

も

い

つ

か

足

を

掬

わ

れ

る

の

で

 
は

な

い

か

と

恐

れ

て

い

る

の

だ

」

 

楠

部

「

下

ら

ぬ

」

 

楠

部

、

床

を

殴

る

。

 

楠

部

「

下

ら

ぬ

猜

疑

心

だ

」

 

羽

佐

間

、

酒

を

一

息

に

飲

み

干

し

、

深

々

と

溜

息

を

つ

く

。

 

楠

部

「

玄

之

進

殿

」

 

羽

佐

間

「

何

だ

？

」

 

楠

部

「

俺

が

何

故

帰

っ

て

き

た

か

、

話

し

て

い

な

か

 

 

っ

た

な

」

 

羽

佐

間

「

言

っ

て

み

ろ

」

 

楠

部

「

仇

を

討

ち

に

来

た

」

 

羽

佐

間

、

一

瞬

動

き

を

止

め

る

。

 

羽

佐

間

「

無

茶

を

申

す

な

」

 

楠

部

「

無

茶

で

も

構

わ

ぬ

」

 

羽

佐

間

「

六

右

衛

門

」

 

楠

部

「

あ

ん

た

は

悔

し

く

な

い

の

か

」

 

羽

佐

間

、

杯

を

持

つ

手

に

力

を

込

め

る

。
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楠

部

「

一

方

的

に

謀

反

人

と

断

じ

ら

れ

、

父

上

も

、

 

あ

ん

た

の

父

も

っ

」

 

羽

佐

間

が

持

つ

杯

に

ひ

び

が

入

る

。

楠

部

、

押

し

黙

る

。

 

羽

佐

間

「

悔

し

く

な

い

と

で

も

思

う

た

か

」

 

楠

部

、

唾

を

飲

み

込

む

。

 

楠

部

「

な

ら

ば

共

に

」

 

羽

佐

間

「

し

か

し

」

 

楠

部
「

こ

の

ま

ま

何

も

せ

ず

町

医

者

を

続

け

る

気

か

」 

羽

佐

間

「

そ

れ

は

」

 

楠

部

「

俺

は

一

人

で

も

行

く

ぞ

」

 

羽

佐

間

、

手

で

楠

部

を

制

す

る

。

 

羽

佐

間

「

一

晩

、

考

え

さ

せ

て

く

れ

」

 

楠

部

「

玄

之

進

殿

」

 

羽

佐

間

「

今

宵

は

泊

っ

て

い

く

と

い

い

」

 

羽

佐

間

、

杯

を

置

く

。

 

 

○

同

・

玄

関

・

外

（

夜

）

 

羽

佐

間

が

戸

に

寄

り

か

か

り

、

月

明

か

り

に

照

ら

さ

れ

る

城

を

見

て

い

る

。
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○

（

回

想

）

城

・

羽

佐

間

家

・

寝

室

・

内

 

顔

に

白

い

布

を

掛

け

ら

れ

た

女

性

の

遺

体

が

布

団

に

寝

か

せ

ら

れ

、

そ

の

脇

に

羽

佐

間

玄

三
（

２

８

）
が

座

っ

て

肩

を

震

わ

せ

て

い

る

。

玄

三

の

隣

に

羽

佐

間

（

６

）

が

座

っ

て

す

す

り

泣

い

て

い

る

。
 

羽

佐

間

「

ど

う

し

て

」

 

玄

三

、

羽

佐

間

を

見

る

。

 

羽

佐

間

「

母

上

は

治

ら

な

か

っ

た

の

で

す

か

」

 

玄

三

「

す

ま

ぬ

、

玄

之

進

」

 

羽

佐

間

「

父

上

？

」

 

玄

三
「

私

の

医

術

が

、
知

識

が

及

ば

な

か

っ

た

の

だ

」
 

羽

佐

間

、

女

性

の

遺

体

を

見

つ

め

る

。

 

羽

佐

間

「

父

上

、

私

に

医

術

を

教

え

て

く

だ

さ

い

」

 

玄

三

「

玄

之

進

？

」

 

羽

佐

間

「

私

は

、

い

か

な

る

病

も

治

せ

る

藩

医

に

な

 

り

ま

す

」

 

玄

三

、

泣

き

な

が

ら

微

笑

む

。

 

玄

三

「

そ

う

じ

ゃ

な

、

そ

の

意

気

じ

ゃ

」
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羽

佐

間

「

だ

か

ら

」

 

羽

佐

間

、

玄

三

の

袖

を

掴

む

。

 

羽

佐

間

「

父

上

は

、

死

な

な

い

で

く

だ

さ

い

」

 

玄

三

「

玄

之

進

っ

！

」

 

羽

佐

間

と

玄

三

、

抱

き

合

っ

て

泣

く

。

 

 

○

長

屋

・

羽

佐

間

家

・

玄

関

・

外

（

夜

）

 

羽

佐

間

が

戸

に

寄

り

か

か

り

、

月

明

か

り

に

照

ら

さ

れ

る

城

を

見

て

い

る

。

羽

佐

間

の

目

が

潤

む

。

羽

佐

間

、

目

を

細

め

て

涙

を

堪

え

る

。

 

 

○

同

・

内

（

朝

）

 

布

団

で

楠

部

が

寝

て

い

る

。

そ

の

脇

に

帯

刀

し

た

羽

佐

間

が

座

っ

て

い

る

。

羽

佐

間

の

背

後

に

薬

箱

が

置

か

れ

て

い

る

。

楠

部

、

目

覚

め

て

羽

佐

間

を

見

る

な

り

飛

び

起

き

る

。

 

楠

部

「

玄

之

進

殿

！

そ

れ

は

」

 

羽

佐

間

「

六

右

衛

門

、

小

桐

を

討

つ

ぞ

」

 

楠

部

「

お

お

！

」
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羽

佐

間

「

た

だ

し

！

」

 

羽

佐

間

、

背

後

か

ら

薬

箱

を

取

り

、

楠

部

の

 

前

に

置

く

。

 

羽

佐

間

「

無

策

で

は

な

ら

ぬ

」

 

楠

部

「

何

を

す

る

つ

も

り

だ

？

」

 

羽

佐

間

「

小

桐

は

新

た

な

藩

医

を

探

し

て

い

る

」

 

楠

部

「

そ

う

な

の

か

？

で

は

、

あ

ん

た

は

」

 

羽

佐

間

、

頷

く

。

 

羽

佐

間

「

藩

医

と

し

て

彼

奴

の

城

に

潜

り

込

む

」

 

楠

部

「

左

様

な

手

が

」

 

羽

佐

間
「

然

る

後

に

私

の

手

引

き

で

城

に

乗

り

込

み

」 

楠

部

「

小

桐

を

、

討

つ

！

」

 

羽

佐

間

「

応

！

」

 

羽

佐

間

と

楠

部

、

力

強

く

握

手

を

す

る

。

朝

日

が

部

屋

の

中

に

差

し

込

む

。

 

 

○

城

・

外

観

 

城

下

町

を

見

下

ろ

す

位

置

に

あ

る

城

。

 

 

○

同

・

薬

師

の

間

・

内
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吹

き

抜

け

の

あ

る

空

間

。

血

の

気

の

な

い

顔

を

し

た

女

官

が

座

椅

子

に

座

っ

て

い

る

。

羽

佐

間

が

そ

の

脇

で

薬

を

乳

鉢

を

使

っ

て

砕

い

て

い

る

。

そ

の

隣

に

古

井

和

可

（

３

０

）

が

お

り

、

メ

モ

を

取

り

な

が

ら

羽

佐

間

の

様

子

を

見

て

い

る

。
 

小

桐

の

声

「

あ

の

者

が

藩

医

に

志

願

を

？

」

 

羽

佐

間

、

吹

き

抜

け

の

上

部

を

見

上

げ

る

。

そ

こ

に

小

桐

景

光

（

４

２

）

が

現

れ

る

。

羽

佐

間

、
薬

を

砕

く

手

を

止

め

て

小

桐

を

睨

む

。 

羽

佐

間

「
（

小

声

で

）

小

桐

景

光

」

 

羽

佐

間

、

乳

棒

を

強

く

握

る

 

古

井

「

羽

佐

間

殿

？

」

 

羽

佐

間

、

小

桐

か

ら

視

線

を

逸

ら

す

。

 

羽

佐

間

「

失

礼

、

続

け

ま

す

」

 

羽

佐

間

、

唇

を

噛

み

締

め

な

が

ら

、

先

程

よ

り

力

強

く

薬

を

砕

く

。

 

 

○

団

子

屋

・

店

先

・

外
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店

先

の

椅

子

に

羽

佐

間

と

雛

丸

が

並

ん

で

座

り

、

団

子

を

食

べ

て

い

る

。

 

雛

丸

「

明

日

お

城

に

？

」

 

羽

佐

間

「

薬

が

効

い

た

か

確

か

め

て

く

る

。

ま

あ

」

 

雛

丸

「

ま

あ

？

」
 

羽

佐

間

「

効

い

て

る

と

は

思

う

が

な

」

 

雛

丸

「

じ

ゃ

あ

藩

医

に

な

れ

る

ん

だ

！

？

」

 

雛

丸

、

満

面

の

笑

み

。
 

羽

佐

間

「

決

ま

っ

た

わ

け

で

は

な

い

」
 

雛

丸

「

楽

し

み

だ

な

ー

」

 

羽

佐

間

「

楽

し

み

？

何

が

だ

？

」

 

羽

佐

間

、

団

子

を

齧

る

。

 

雛

丸

「

あ

ー

、

実

は

」

 

雛

丸

、

頭

を

ポ

リ

ポ

リ

掻

く

。

 

羽

佐

間

「

ん

？

」

 

雛

丸

、

ヒ

ュ

ー

ヒ

ュ

ー

と

呼

吸

し

始

め

る

。

 

羽

佐

間

「

雛

丸

？

」

 

雛

丸

、

咳

き

こ

み

始

め

る

。

 

羽

佐

間

「

し

っ

か

り

せ

い

！

」
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羽

佐

間

、

雛

丸

の

背

を

撫

で

る

。

雛

丸

の

咳

が

収

ま

る

。

 

雛

丸

「

ご

め

ん

ご

め

ん

」

 

羽

佐

間

「

一

体

ど

う

し

た

」

 

雛

丸

「

団

子

慌

て

て

食

い

す

ぎ

た

！

」

 

雛

丸

、

立

ち

上

が

る

。

羽

佐

間

、

顎

に

指

を

当

て

る

。

 

羽

佐

間

「

し

か

し

、

お

前

、

以

前

も

」

 

雛

丸

「

じ

ゃ

、

ま

た

な

！

セ

ン

セ

！

」
 

雛

丸

、

走

り

去

っ

て

い

く

。

羽

佐

間

、

首

を

傾

げ

た

後

団

子

を

食

べ

尽

く

す

。

 

 

○

城

・

薬

師

の

間

・

内

 

羽

佐

間

と

古

井

が

向

か

い

合

っ

て

座

っ

て

い

る

。

 

羽

佐

間

「

し

か

ら

ば

、

病

は

無

事

に

」

 

古

井

「

う

む

。

妙

技

に

ご

ざ

い

ま

し

た

」

 

羽

佐

間

「

い

え

」

 

古

井
「

是

非

、
藩

医

と

し

て

お

勤

め

い

た

だ

き

た

い

」

 

羽

佐

間

「

あ

り

が

た

き

幸

せ

に

ご

ざ

い

ま

す

」
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羽

佐

間

、
平

伏

す

る

。
古

井

、
何

度

も

頷

く

。

 
古

井

「

殿

も

大

層

お

喜

び

に

な

ら

れ

ま

し

ょ

う

ぞ

」

 

羽

佐

間

、

平

伏

し

た

体

勢

の

ま

ま

床

に

爪

を

立

て

る

。

 

羽

佐

間

「

小

桐

、

様

が

」

 

古

井

、

微

笑

ん

で

頷

く

。

古

井

、

辺

り

を

見

回

し

、
口

元

に

手

を

当

て

て

羽

佐

間

に

囁

く

。 

古

井

「

こ

こ

だ

け

の

話

、

で

は

ご

ざ

い

ま

す

が

」

 

羽

佐

間

「

は

っ

」

 

古

井

「

殿

が

新

た

な

藩

医

を

求

め

た

の

に

は

ワ

ケ

が

 

あ

る

の

で

す

」

 

羽

佐

間

「

ワ

ケ

？

」

 

古

井

「

殿

の

ご

子

息

で

す

が

」

 

羽

佐

間

「

え

え

」

 

古

井
「

長

い

こ

と

肺

の

病

を

患

っ

て

お

り

ま

し

て

な

」 

羽

佐

間

「

肺

の

？

初

耳

で

す

な

」

 

古

井

「

殿

の

意

向

で

ご

内

密

に

と

」

 

羽

佐

間

「

は

あ

」

 

古

井
「

で

、
そ

の

病

で

す

が

近

頃

悪

化

し

て

ま

し

て

」

 

羽

佐

間

「

は

っ

」
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古

井

「

恥

ず

か

し

な

が

ら

拙

者

に

は

手

に

負

え

ず

」

 
羽

佐

間

「

治

せ

る

医

者

を

探

し

て

い

る

と

」

 

古

井

「

ご

明

察

」

 
羽

佐

間

、

自

分

の

脚

に

爪

を

立

て

る

。

 

羽

佐

間

「

左

様

で

ご

ざ

い

ま

す

か

」

 

古

井

、

柔

和

な

笑

み

を

浮

か

べ

る

。

 

古

井

「

お

仕

え

し

て

初

め

て

知

っ

た

の

で

す

が

」

 

羽

佐

間

の

表

情

は

引

き

つ

っ

て

い

る

。

 

羽

佐

間

「

え

え

」

 

古

井

「

存

外

家

族

思

い

な

お

方

で

し

て

な

あ

」

 

羽

佐

間

「

家

族

、

思

い

？

」

 

古

井

「

此

度

の

こ

と

も

、

何

を

し

て

で

も

我

が

子

の
 

命

を

救

っ

て

く

れ

と

」

 

羽

佐

間

「

そ

う

言

っ

た

の

で

す

か

」

 

古

井

、
頷

く

。
羽

佐

間

、
俯

い

て

唇

を

噛

む

。

噛

ん

だ

と

こ

ろ

か

ら

血

が

に

じ

む

。

 

羽

佐

間

「

家

族

の

命

を

救

っ

て

く

れ

と

」

 

古

井

「

ご

期

待

に

、

応

え

て

く

だ

さ

い

ま

せ

」

 

羽

佐

間

、
よ

り

一

層

強

く

唇

を

噛

み

締

め

る

。 

羽

佐

間

「

御

意

」

 



19 

 

古

井

、

目

を

閉

じ

て

何

度

も

頷

く

。

羽

佐

間

の

唇

か

ら

床

に

血

が

垂

れ

る

。

 

羽

佐

間

「

で

は

、

こ

れ

に

て

」

 

古

井

「

左

様

で

。

送

り

ま

し

ょ

う

か

？

」

 

羽

佐

間

「

結

構

」
 

羽

佐

間

、

立

ち

上

が

っ

て

去

る

。

古

井

、

床

に

残

さ

れ

た

血

痕

を

見

て

首

を

傾

げ

る

。

 

 

○

長

屋

・

羽

佐

間

家

・

玄

関

・

外

（

夕

）

 

編

み

笠

を

被

っ

た

楠

部

が

戸

の

脇

の

壁

に

も

た

れ

か

か

っ

て

い

る

。

い

か

り

肩

の

羽

佐

間

が

唇

を

噛

み

な

が

ら

歩

い

て

く

る

。

 

楠

部

「

玄

之

進

殿

、

ど

う

で

あ

っ

た

？

」

 

羽

佐

間

、

黙

っ

て

戸

を

開

け

て

家

の

中

に

入

る

。

楠

部

、

怪

訝

な

顔

で

そ

れ

を

追

っ

て

家

の

中

へ

入

る

。

 

 

○

同

・

内

（

夕

）

 

羽

佐

間

が

家

の

中

に

入

っ

て

く

る

。

家

に

は

夕

陽

が

差

し

込

ん

で

い

る

。

家

の

奥

に

は

薬
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箱

と

そ

の

隣

に

黒

い

小

箱

が

あ

る

。

次

い

で

楠

部

も

入

っ

て

く

る

。

羽

佐

間

、

床

に

拳

を

打

ち

付

け

る

。

 

羽

佐

間

「

あ

の

、

外

道

が

っ

！

」

 

楠

部

「

玄

之

進

殿

！

？

」

 

楠

部

、

羽

佐

間

に

駆

け

寄

る

。

 

楠

部

「

何

が

あ

っ

た

？

」
 

羽

佐

間
「

彼

奴

が

医

者

を

求

め

る

理

由

が

わ

か

っ

た

」 

楠

部

「

な

ん

だ

？

」

 

羽

佐

間

「

倅

の

病

を

治

す

た

め

と

」

 

楠

部

「

そ

う

で

あ

っ

た

の

か

」

 

羽

佐

間

「

彼

奴

は

、

私

の

、

い

や

私

達

の

家

族

の

命
 

を

奪

っ

て

お

き

な

が

ら

、

己

の

家

族

の

命

は

惜

し
 

い

の

だ

っ

！

」

 

羽

佐

間

、

再

び

拳

を

床

に

打

ち

付

け

、

蹲

っ

て

震

え

る

。

楠

部

、

刀

を

握

り

し

め

る

。

羽

佐

間

、

ふ

ら

ふ

ら

と

立

ち

上

が

っ

て

部

屋

の

奥

へ

行

く

。

 

羽

佐

間

「

六

右

衛

門

」

 

楠

部

「

何

だ

？

」
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羽

佐

間

「

私

は

、

医

の

道

を

捨

て

る

」

 
楠

部

「

ど

う

い

う

こ

と

だ

？

」

 

羽

佐

間

、

部

屋

の

奥

の

小

箱

を

手

に

取

る

。

 

羽

佐

間

「

こ

れ

を

彼

奴

の

子

に

」

 

羽

佐

間

が

小

箱

を

開

け

る

と

乾

燥

し

た

ト

リ

カ

ブ

ト

が

出

て

く

る

。

 

楠

部

「

そ

れ

は

？

」

 

羽

佐

間

「

附

子

ぶ

し

、

用

法

次

第

で

猛

毒

と

な

る

」

 

楠

部

、

目

を

丸

く

す

る

。

 

楠

部

「

で

は

、

彼

奴

の

子

を

殺

す

と

」
 

羽

佐

間

「

彼

奴

に

も

、

家

族

を

奪

わ

れ

る

苦

し

み

を

 

教

え

て

や

ら

ね

ば

気

が

済

ま

ん

！

」

 

楠

部

、

目

を

閉

じ

、

頷

く

。

 

楠

部

「

い

い

だ

ろ

う

、

そ

の

策

、

乗

っ

た

」

 

羽

佐

間

「

六

右

衛

門

」

 

楠

部
「

我

ら

と

同

じ

苦

し

み

を

、
然

る

後

に

討

つ

！

」

 

羽

佐

間

「

応

！

」

 

羽

佐

間

と

楠

部

、

見

つ

め

合

う

。

家

の

中

に

差

し

込

ん

で

い

た

夕

日

が

消

え

、
暗

く

な

る

。 
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○

城

・

外

観

 

曇

天

で

あ

る

。

 

古

井

の

声

「

羽

佐

間

殿

！

」

 

 

○

同

・

門

・

内

 

薬

箱

を

持

っ

た

羽

佐

間

が

立

っ

て

い

る

。

隣

 

に

楠

部

も

い

る

。

そ

こ

へ

古

井

が

駆

け

つ

け

 

て

く

る

。

 

古

井

「

ち

ょ

う

ど

い

い

と

こ

ろ

に

！

こ

ち

ら

は

？

」

 

古

井

、

楠

部

を

見

る

。

 

羽

佐

間

「

私

の

助

手

で

す

」

 

楠

部

、

無

言

で

お

辞

儀

す

る

。

古

井

、

お

辞

儀

を

返

す

。

 

羽

佐

間

「

そ

れ

よ

り

古

井

殿

、

い

か

が

し

た

？

」

 

古

井

「

あ

あ

！

ご

子

息

様

の

病

が

」

 

古

井

、

首

を

振

る

。

 

古

井

「

と

に

か

く

、

来

て

く

だ

さ

れ

！

」

 

古

井

、

歩

き

出

す

。

羽

佐

間

と

楠

部

、

そ

れ

に

つ

い

て

い

く

。

羽

佐

間

、

薬

箱

に

手

を

当

て

、

唾

を

飲

み

込

む

。
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○

同

・

廊

下

 

古

井

が

早

足

で

歩

い

て

お

り

、

そ

の

後

ろ

を

薬

箱

を

持

っ

た

羽

佐

間

、

次

い

で

楠

部

が

つ

い

て

い

っ

て

い

る

。

 

羽

佐

間

「

つ

ま

り

、

咳

が

止

ま

ら

ぬ

と

？

」

 

古

井

「

え

え

、

ど

う

見

ま

す

？

」

 

羽

佐

間

「

た

だ

ち

に

薬

を

飲

ま

せ

ね

ば

」

 

古

井

「

飲

ま

せ

ね

ば

？

」

 

羽

佐

間

「

長

く

は

、

な

い

で

し

ょ

う

な

」
 

古

井

、

悲

鳴

を

上

げ

る

。

 

羽

佐

間

「

殿

は

ど

ち

ら

に

？

」

 

古

井

「

鷹

狩

の

最

中

で

し

て

」

 

羽

佐

間

「

鷹

狩

？

」

 

古

井
「

伝

令

を

や

っ

た

の

で

、
す

ぐ

戻

ら

れ

る

か

と

」

 

羽

佐

間

と

楠

部

、
目

配

せ

を

し

あ

う

。
楠

部

、

音

を

立

て

ず

に

二

人

の

後

ろ

か

ら

去

る

。

 

 

○

同

・

雛

丸

の

部

屋

・

外
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古

井

と

、

薬

箱

を

持

っ

た

羽

佐

間

が

襖

の

前

に

立

っ

て

い

る

。

部

屋

の

中

か

ら

雛

丸

が

咳

き

こ

む

音

が

聞

こ

え

て

く

る

。

 

羽

佐

間

「

こ

こ

に

？

」

 

古

井

、

頷

く

。

 

古

井

「

ど

う

か

お

願

い

い

た

し

ま

す

」

 

羽

佐

間

「

承

知

」

 

古

井

「

拙

者

も

」

 

羽

佐

間

「

い

え

、

古

井

殿

は

殿

を

お

迎

え

に

」

 

古

井

「

え

っ

」

 

羽

佐

間

「

で

は

」

 

羽

佐

間

、
襖

を

開

け

、
部

屋

に

入

っ

て

い

く

。
 

 

○

同

・

内

 

雛

丸

が

布

団

で

寝

な

が

ら

咳

き

こ

ん

で

い

る

。

薬

箱

を

持

っ

た

羽

佐

間

が

部

屋

に

入

っ

て

く

る

。

羽

佐

間

、

雛

丸

の

方

を

見

な

い

よ

う

に

し

な

が

ら

、

雛

丸

の

側

に

座

る

。

羽

佐

間

、

薬

箱

を

開

け

、

中

か

ら

黒

い

小

箱

を

取

り

出

す

。
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○

同

・

廊

下

 

小

桐

と

古

井

が

早

足

で

歩

い

て

い

る

。

 

小

桐

「

ま

こ

と

治

る

の

で

あ

ろ

う

な

！

」

 

古

井

「

羽

佐

間

殿

を

信

じ

る

し

か

」

 

小

桐

と

古

井

、

曲

が

り

角

に

差

し

掛

か

る

。

曲

が

り

角

の

奥

か

ら

気

絶

し

た

武

士

が

倒

れ

て

く

る

。

小

桐

と

古

井

、

立

ち

止

ま

っ

て

目

 

を

見

開

く

。

 

楠

部

の

声

「

久

し

い

な

」

 

曲

が

り

角

の

奥

か

ら

楠

部

が

現

れ

る

。
 

楠

部

「

俺

を

覚

え

て

い

る

か

っ

、

小

桐

景

光

！

」
 

楠

部

、

刀

を

握

る

。

 

 

○

同

・

雛

丸

の

部

屋

・

内

 

雛

丸

が

布

団

で

寝

な

が

ら

咳

き

こ

ん

で

い

る

。

そ

の

脇

に

羽

佐

間

が

お

り

、

羽

佐

間

の

横

に

に

薬

箱

、

乳

鉢

と

乳

棒

が

置

か

れ

て

い

る

。

羽

佐

間

、

手

に

持

っ

た

黒

い

小

箱

か

ら

乾

燥

ト

リ

カ

ブ

ト

を

取

り

出

し

、
乳

鉢

に

入

れ

る

。 
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羽

佐

間

「

恨

む

な

ら

、

外

道

の

父

を

」

 

羽

佐

間

、

雛

丸

の

顔

を

見

て

目

を

見

開

く

。

 

羽

佐

間

「

雛

丸

？

」

 
雛

丸

、

咳

き

こ

み

な

が

ら

も

羽

佐

間

の

顔

を

見

て

、

笑

み

を

浮

か

べ

る

。

 

 

○

同

・

廊

下

 

刀

を

握

っ

た

楠

部

が

小

桐

と

古

井

に

向

か

い

 

合

っ

て

い

る

。

 

小

桐

「

楠

部

の

倅

か

」

 

楠

部

「

然

り

」

 

小

桐
「

退

け

！

我

が

子

が

病

に

苦

し

ん

で

お

る

の

だ

」 

楠

部

「

ふ

ざ

け

る

な

っ

！

」

 

楠

部

、

小

桐

の

腕

を

切

り

つ

け

る

。

小

桐

、

血

の

流

れ

る

腕

を

押

さ

え

て

蹲

る

。

 

楠

部

「

俺

も

玄

之

進

殿

も

父

の

死

に

目

に

会

え

な

か

 

っ

た

の

だ

！

貴

様

だ

け

の

う

の

う

と

！

」

 

古

井

「

玄

之

進

？

」

 

古

井

、

口

元

を

押

さ

え

る

。

楠

部

、

ニ

ヤ

リ

と

笑

う

。
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楠

部
「

そ

う

だ

。
羽

佐

間

玄

之

進

は

我

が

同

志

也

！

」

 
小

桐

「

あ

の

医

者

が

羽

佐

間

の

倅

？

」

 

楠

部

「

貴

様

に

も

教

え

て

や

る

」

 
楠

部

、

刀

を

小

桐

に

突

き

付

け

る

。

 

楠

部

「

家

族

を

失

う

恐

怖

と

苦

し

み

を

！

」

 

楠

部

、

冷

や

汗

を

流

す

。

 

 

○

同

・

雛

丸

の

部

屋

・

内

 

布

団

で

寝

な

が

ら

咳

き

こ

む

雛

丸

が

羽

佐

間

を

見

て

い

る

。

乾

燥

ト

リ

カ

ブ

ト

と

乳

棒

の

入

っ

た

乳

鉢

を

持

つ

羽

佐

間

が

、

そ

の

脇

に

座

っ

て

雛

丸

を

見

て

い

る

。

羽

佐

間

の

隣

に

は

薬

箱

と

黒

い

小

箱

が

置

か

れ

て

い

る

。

 

羽

佐

間

「

お

前

、

小

桐

の

倅

だ

っ

た

の

か

」

 

雛

丸

、

咳

き

こ

み

な

が

ら

頷

く

。

 

羽

佐

間

「

ど

う

し

て

城

下

に

」

 

羽

佐

間

、

首

を

振

る

。

 

羽

佐

間

「

左

様

な

こ

と

よ

り

」

 

羽

佐

間

、

乾

燥

ト

リ

カ

ブ

ト

を

見

な

が

ら

震

え

る

。
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○

同

・

廊

下

 

腕

を

怪

我

し

た

小

桐

、

楠

部

に

土

下

座

し

て

い

る

。

古

井

が

そ

の

脇

に

立

ち

、

お

ろ

お

ろ

し

て

い

る

。

楠

部

、

震

え

な

が

ら

小

桐

に

刀

を

突

き

つ

け

て

い

る

。

 

小

桐

「

頼

む

、

雛

丸

の

命

だ

け

は

」

 

楠

部

「

な

ら

ぬ

！

」

 

古

井

「

そ

、

そ

ん

な

」

 

楠

部

「

か

つ

て

俺

も

父

の

助

命

を

願

っ

た

」

 

小

桐

、

ビ

ク

ン

と

身

を

震

わ

せ

る

。
 

楠

部

「

そ

れ

を

貴

様

は

一

蹴

し

た

で

は

な

い

か

」
 

小

桐

、

泣

き

始

め

る

。

 

 

○

同

・

雛

丸

の

部

屋

・

内

 

雛

丸

が

布

団

で

寝

な

が

ら

咳

き

こ

む

。

そ

の

脇

で

羽

佐

間

が

乳

鉢

で

乾

燥

ト

リ

カ

ブ

ト

を

砕

い

て

い

る

。

羽

佐

間

の

脇

に

は

薬

箱

と

黒

 

い

小

箱

が

置

か

れ

て

い

る

。
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○

同

・

廊

下

 

腕

を

怪

我

し

た

小

桐

、

楠

部

に

土

下

座

し

て

い

る

。

古

井

が

そ

の

脇

に

立

ち

、

お

ろ

お

ろ

し

て

い

る

。

楠

部

、

小

桐

に

刀

を

突

き

つ

け

な

が

ら

も

視

線

を

逸

ら

し

て

い

る

。

 

楠

部

「

そ

れ

に

、

も

う

遅

い

、

今

頃

」

 

小

桐

、
顔

を

上

げ

る

。
楠

部

、
深

呼

吸

す

る

。

 

楠

部
「

貴

様

の

子

は

、
附

子

の

毒

を

飲

ま

さ

れ

て

る

」

 

小

桐

、

頭

を

抱

え

る

。

 

 

○

同

・

雛

丸

の

部

屋

・

内

 

羽

佐

間

、

布

団

に

入

っ

た

雛

丸

の

上

半

身

を

起

こ

し

、

ろ

紙

で

薬

を

飲

ま

せ

て

い

る

。

 

 

○

同

・

外

 

襖

の

前

に

腕

を

怪

我

し

た

小

桐

と

古

井

が

立

っ

て

い

る

。

楠

部

が

そ

の

背

後

に

立

ち

、

小

桐

に

刀

を

突

き

つ

け

て

い

る

。

 

楠

部

「

入

れ

」

 

小

桐

、

楠

部

を

振

り

返

る

。
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楠

部
「

我

が

子

の

死

に

顔

を

見

た

後

、
斬

っ

て

や

る

」

 

小

桐

、

襖

に

向

き

直

り

、

襖

を

開

け

る

。

 

 

○

同

・

内

 

布

団

で

横

に

な

る

雛

丸

の

顔

に

、

白

い

布

が

掛

け

ら

れ

て

い

る

。

そ

の

脇

に

羽

佐

間

が

座

っ

て

い

る

。

羽

佐

間

の

横

に

は

薬

箱

と

黒

い

小

箱

が

置

か

れ

て

い

る

。

襖

が

あ

い

て

小

桐

と

古

井

が

入

っ

て

く

る

。

次

い

で

刀

を

構

え

た

楠

部

が

入

っ

て

く

る

。

 

小

桐

「

あ

、

あ

あ

、

雛

丸

」

 

小

桐

、

崩

れ

落

ち

る

。

楠

部

、

雛

丸

か

ら

目

を

逸

ら

す

。

羽

佐

間

、

小

桐

に

背

を

向

け

た

ま

ま

言

う

。

 

羽

佐

間

「

そ

れ

が

、

家

族

を

失

う

と

い

う

こ

と

だ

」

 

羽

佐

間

、

小

桐

の

方

を

向

く

。

 

羽

佐

間
「

お

前

は

そ

の

底

な

し

の

悲

し

み

を

、
私

や

、

 

六

右

衛

門

、

そ

し

て

お

前

が

つ

ま

ら

ぬ

猜

疑

心

か

 

ら

殺

し

た

全

て

の

人

々

の

家

族

に

味

わ

わ

せ

て

 

き

た

の

だ

」
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小

桐

、

呻

い

て

蹲

る

。

 
小

桐

「

す

ま

な

か

っ

た

、

す

ま

な

か

っ

た

」

 

楠

部

、

雛

丸

を

見

て

項

垂

れ

る

。

羽

佐

間

、

雛

丸

の

顔

に

掛

か

っ

た

布

を

取

る

。

雛

丸

は

涙

を

流

し

て

い

る

。

 

楠

部

「

な

っ

、

涙

を

！

？

」

 

楠

部

、

小

桐

、

顔

を

上

げ

る

。

 

小

桐

「

雛

丸

！

」

 

小

桐

、

雛

丸

に

駆

け

寄

る

。
 

雛

丸

「

父

上

」

 

小

桐

「

生

き

て

お

る

、

雛

丸

が

、

生

き

て

お

る

」

 

小

桐

、

雛

丸

を

抱

き

し

め

て

泣

く

。

楠

部

、

呆

然

と

そ

れ

を

見

る

。

羽

佐

間

、

薬

箱

を

開

け

て

メ

モ

が

書

か

れ

た

紙

を

取

り

出

し

て

立

ち

上

が

る

。

 

羽

佐

間
「

附

子

は

処

理

次

第

で

薬

の

材

料

に

も

な

る

」 

羽

佐

間

、

紙

を

古

井

に

渡

す

。

 

羽

佐

間

「

三

日

に

一

度

、

こ

の

薬

を

飲

ま

せ

よ

」

 

古

井

、

紙

を

受

け

取

っ

て

大

き

く

頷

く

。

羽

 

佐

間

、
部

屋

の

入

口

に

立

つ

楠

部

に

向

か

い

、 
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す

れ

違

い

ざ

ま

に

言

う

。

 
羽

佐

間

「

す

ま

ぬ

」

 

羽

佐

間

、
部

屋

か

ら

出

て

い

く

。
六

右

衛

門

、

力

な

く

刀

を

下

ろ

す

。

 

 

〇

城

・

外

観

 

雪

が

積

も

っ

て

い

る

。

 

 

○

城

・

二

の

丸

・

首

塚

 

雪

が

積

も

っ

て

い

る

。

石

の

積

み

あ

が

っ

た

首

塚

が

あ

る

。

石

は

一

つ

一

つ

手

書

き

で

経

文

が

書

か

れ

て

い

る

。

雛

丸

が

経

文

の

書

か

れ

た

石

を

手

に

そ

の

前

に

立

っ

て

い

る

。

羽

佐

間

が

そ

の

背

後

に

立

っ

て

い

る

。

 

羽

佐

間

「

こ

の

下

に

は

」

 

雛

丸

、

羽

佐

間

を

振

り

返

る

。

 

羽

佐

間

「

私

や

、

六

右

衛

門

の

父

が

眠

っ

て

い

る

」

 

雛

丸

「

う

ん

」

 

羽

佐

間

「

祈

っ

て

や

っ

て

く

れ

」
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雛

丸

、

頷

い

て

手

に

持

っ

た

石

を

首

塚

に

加

え

、

合

掌

す

る

。

羽

佐

間

、

天

を

仰

ぐ

。

 

 

○

同

・

門

前

・

外

 

積

雪

に

日

差

し

が

射

し

て

い

る

。

門

に

、

編

み

笠

を

被

っ

た

楠

部

が

寄

り

か

か

っ

て

い

る

。

門

の

中

か

ら

羽

佐

間

と

雛

丸

が

並

ん

で

出

て

く

る

。

雛

丸

、

楠

部

を

見

て

手

を

伸

ば

す

。

 

雛

丸

「

あ

の

」

 

羽

佐

間

、

雛

丸

の

手

を

掴

ん

で

首

を

振

る

。

雛

丸

、

手

を

引

っ

込

め

て

再

び

歩

き

出

す

。

羽

佐

間

、

楠

部

を

一

瞥

し

た

後

、

雛

丸

に

続

い

て

歩

き

出

す

。

楠

部

、

編

み

笠

を

深

く

か

ぶ

り

直

し

、

一

筋

の

涙

を

流

す

。

積

雪

が

解

け

始

め

て

い

る

。

 



 

  

 


